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〈Summary〉
  The purpose of this article is to investigate differences in reporting between Japanese 
native speakers （NS） and Japanese non-native speakers （NNS）.
  We made investigate into the recorded data of meeting contents by NNS. The analysis 
revealed a difference between the reporting skill used by NS and NNS.
  NNS could abstract the various facts and speak structurally. And NNS can make a distinc-
tion of the fact from their opinions that they reported their opinion as a fact. However, they 
have a problem about interpersonal communication skill. They could not understand the native 

















































































番号 母　　語 滞日歴（年） 日本語に関わる資格等 特記事項 ペア
F1 中国語 4 日本語能力試験 2級合格 A
F2 韓国語 2.7 特になし A
F3 韓国語 0.7 日本語能力試験 1級合格 B
F4 中国語・韓国語 2.3 日本語能力試験 1級合格 朝鮮族 B
F5 韓国語 0.7 日本語能力試験 1級合格 C
F6 中国語 2.1 特になし 配偶者が日本人 C
F7 韓国語 0.8 日本語能力試験 1級合格 D












































 NS： えーとー［紙をめくる音］/沈黙　1秒 /決まったこと（ふん）…［自問しているよう
に］，まず（ふん）/少し　間 /内容…。
 T： 何 ‘なん ’〈のお話でしょうか〉｛〈｝。















 NS： 失礼しまー〈す〉｛〈｝。 / 4秒　間 /［この間に Tの前に移動 ]えーと，あのー 先生，あ
の，留学生…,, のえーと歓迎パーティを（あーあー）企画したので（あーはい），えーと
それーについてちょっと，報告，（あ，はい）をしたいと思います。［文末の声が小さい］
えーと，/ 1。5秒　沈黙 / 留学生が，えーと，歓迎，お，交流パーティなんですが，（は



































 NS： / 沈黙　1秒 / なんかあったっけー / 沈黙　1.5秒 / あと，名札…作成のときに / 沈黙　1
秒 / ちょっと，あのー / 少し間 / ちょっとー，最初ー（略）［J2］
 ⒁ 日本人への景品が同じでいいかと Tに聞かれて












































































































































番　号 性　別 生　年 グループ
J3 女 1979 A
J5 男 1983 A
J2 男 1992 B
J6 女 1989 B
J1 男 1989 C






















3）  転写記号には BTSJ（2007年改訂）を用いる。発話番号などは紙幅の都合で省略する。談話終
わりの［　］に Jとあるのは NS，Fとあるのは NNSである。その後ろの数字は発話者の番号
である。Tは報告を聞いている教師の発話である。
4） 例えば次のようなものがみられた。
  ⑴  NNS： えー，3年生，4年生の女性も，あー，んー，教室の前に（うん）迎えに，えー，
することも 3年生 4年生の女の子です。
    T： 〈1年生〉｛〈｝を迎えに行くの？
    NNS： うん，そう，新入生を迎えにいくこと。
    T： えっ（##），今日来てねって言うんですか？。
    NNS： あ，いいえ，きょう，あー，あー，教室の外で（うん），外で，あー，案内する人。
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